
 

 

理
事
会
は
、
年
８
回
開
催
さ
れ
て
お
り
、
協
会
の
運
営
、
活
動
に
つ
い
て 

協
議
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
の
特
に
注
目
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
を
紹
介
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

 

      
 

 

  

第
２
回
理
事
会
の
議
事
録
は
、
会
報
誌
１９
号(

11

月
末
発
行
予
定)

に
掲
載
さ
れ
ま
す
。
詳
細
は
そ
ち

ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 
 

情
報
部 

協
会S

N
S

近
日
立
ち
上
げ
へ  

会
員
や
フ
ォ
ロ
ワ
ー
へ
、
当
協
会
の
研
修
案

内
や
他
県
協
会
の
研
修
案
内
、
第
68
回
日
本
医

療
社
会
福
祉
協
会
全
国
大
会(

あ
い
ち
大
会)

な

ど
の
情
報
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
発
信
・
共
有
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
新
た
に

S
N

S

を
立
ち
上
げ

る
方
向
と
な
っ
た
。
媒
体
はF

a
c
e
b
o
o
k

と
な

る
見
込
み
。 

身
寄
り
が
な
い
人
の
入
院
及
び
医

療
に
係
る
意
思
決
定
が
困
難
な
人
へ

の
支
援
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン 

 

６
月
３
日
、
厚
労
省
か
ら
各
都
道
府
県
へ
、

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
、
医
療
機
関
へ
周

知
、
活
用
を
促
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、
関
係
部

局
・
関
係
機
関
と
十
分
連
携
の
上
、
身
寄
り
が

な
い
人
や
判
断
能
力
不
十
分
で
医
療
に
係
る

意
思
決
定
が
困
難
な
人
が
安
心
し
て
医
療
を

受
け
ら
れ
る
環
境
の
整
備
に
努
め
て
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
す
る
。
と
通
達
が
あ
っ
た
。 

 

こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
関
す
る
研
修
を
、
現

場
サ
イ
ド
だ
け
で
な
く
、
医
療
安
全
な
ど
を
含

め
た
管
理
者
向
け
研
修
の
実
施
が
喫
緊
の
課

題
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

   

委
員
募
集
‼ 

（意
思
決
定
支
援
委
員
会
） 

 

当
協
会
の
中
に
新
た
に
意
思
決
定
支
援

委
員
会
を
創
設
す
る
運
び
と
な
っ
た
。
委

員
会
で
は
、
患
者
が
意
思
決
定
す
る
た
め

に
必
要
な
選
択
肢
の
提
示
や
介
入
、
自
己

決
定
す
る
た
め
の
支
援
の
あ
り
か
た
、
個

別
レ
ベ
ル
か
ら
組
織
レ
ベ
ル
、
地
域
レ
ベ

ル
で
の
展
開
に
必
要
な
こ
と
な
ど
を
『
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
』
な
ど
を
作
成
し
、
会
員
と

共
有
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
、
活
動

す
る
。
委
員
会
は
あ
い
ち

A
C

P

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
事
業
の
協
会
推
薦
講
師
を
中
心
に

活
動
予
定
。
ま
た
、
会
員
か
ら
の
委
員
の

募
集
を
行
う
。 

 

募
集
期
間
は
７
月
２９
日
～
８
月
１９
日
。

８
月
末
ま
で
に
委
員
を
決
定
し
、
９
月
よ

り
活
動
開
始
予
定
。
委
員
に
な
っ
て
活
動

し
た
い
方
募
集
‼ 

詳
細
は
７
月
末
に
発

送
さ
れ
る
メ
ー
ル
便
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

７
月
７(
日)

、
今
年
も
『
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

デ
ーin

あ
い
ち
』
が
、
愛
知
県
立
大
学
を
会
場
に

開
催
さ
れ
た
。
参
加
者
は
総
勢
約
２６０
人
に
上
り
、

会
場
は
満
席
状
態
で
あ
っ
た
。 

 

第
一
部
で
は
、
学
生
自
身
が
目
指
す
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
像
を
熱
く
話
す
場
面
や
、
各
分
野
で
活
躍

す
る
若
手
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
、
自
身
の
職
場

で
の
実
践
や
想
い
を
伝
え
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行

わ
れ
た
。
第
二
部
で
は
、
当
事
者
団
体
が
登
壇
し
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
に
期
待
す
る
こ
と
を
、
自
身

が
体
験
し
た
こ
と
や
当
事
者
と
支
援
者
の
関
係
性
、

支
援
者
と
の
出
会
い
、
自
立
支
援
の
道
の
り
、
当
事

者
団
体
と
し
て
の
活
動
紹
介
や
か
か
わ
り
の
実
際

が
紹
介
さ
れ
た
。 

 

当
協
会
は
例
年
開
催
さ
れ
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
デ
ー
を
通
じ
、
当
事
者
に
届
く
支
援
の
大
切
さ

や
、
組
織
と
地
域
に
必
要
な
未
来
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ

ー
カ
ー
を
育
む
機
会
に
な
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。 

令和１年７月１０日 

場所 協会事務所 


